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１。はじめに

２０１０年８月に加計国際交流プログラムでUSA、オハイオ州のFindlay大学に学生８名を引率した。学生の

苦労は、食事、宿題などいろいろあったが、コミュニケーションの苦労も大変に大きかった。その時の体験
をもとに、英語教育に対して私が考えていた提案をまとめてみたい。その提案は、英語の授業を英語で行う
というもので、文部科学省が提案していることと同じである。

２．聞き取りと応答

外国語を学習した学生が初めて海外に出たときに体験することは聞き取りのむずかしさである。聞き取れ
ればたとえ返答ができなくても苦労は半減する｡先生から，,WemeetagainatMr・Farmer，ｓｏｆｆｉｃｅａｔｌ６:00.'，
と指示されても、状況からそのようなことを言っているとはわかっても、細かいことが聞き取れない。した
がってどこへ何時に行けばよいのかわからない。しかしこのような日常的な英語は、英語教員がクラスのな
かで日常的に英語を使っておれば、学生もそれほど戸惑うことはなくなるであろう。Ｗｈａｔｔｉｍｅｄｉｄｈｅｓａｙ？
／Ｗｈｅｒｅｄｉｄｈｅｓａｙｔｏｇｏ？／Ａｒｅｔｈｅｙｍｅｅｔｉｎｇｉｎｆｒｏｎｔｏｆｔｈｅｇａｔｅ？などの英語は基礎的な英文で、基
礎的な語彙を含んでいる。聞き取れない原因は、耳がついてゆかないということで、これらの英文が紙に書
かれておれば簡単に理解できる。文字なら理解できるが音声なら理解できないというのが、会話ができない
と感じる大きな原因である。英語を使って外国の人々と会話をしたいというのは、学習者の自然な願いであ
る。それがいつになってもかなえられないので「１０年間英語を勉強したが話せません」と弁解することにな
る。学校の授業で、あまりにも書かれた英語の学習に偏ったことが、このような結果を作り出した原因と言
わねばならない。今から１００年以上も前にJespersenはそのことを指摘している：

Soitisnowonderthatsuch[translationcentered]instructionscarcclycultivatesatallthepupil，sabilityto
understandafbrcignlanguagcasitisrapidlyandnaturallyspokenbyanative･Ifheshouldhearthe

simplcstevery-daysentenccinafbreignlanguage,correctlyandnatllrallypronounced,andlleshouldbe
askedmerclytorepeatit,ｈｅｗｏｕｌｄｉｎｎｉｎｅｃａｓｅｓｏｕｔｏｆｔｅｎｂｅｔｒaythestrangestperplexity，althoughhewould
havehadnotroublewhateverwithafarmoredifflcultpiecewhichhehappenedtomeetwithinprint．
(1967:４２）
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なんと正確に日本の英語教育の結末を言い当てていることか。もしある学生が、別の教授法で同じ時間数教

えられて彼の英語コミュニケーション力が上がるとすれば、コミュニケーションができなかったのは教授法

が原因で本人の努力不足のためではないことになる。日本で今までどおりの教授法が続けば、状況が改善さ

れることはないであろう。

３。理大学生の英語学習法

私は昨年と今年の２回、本学の学生がどのような英語学習をしているかのアンケート調査を行った。昨年

（2009年度）は２年次生５クラス、１年次生１クラスの合計１６７名、今年（2010年度）は、２年次生５クラ

ス152名の学生が対象である。きっかけは、彼らの英語学習方法に疑問を持ったからである。正しい学習方

法が身についていないために、英語力が向上しない／上達が遅いのではないかという疑問を持った。学習方

法の実態を知るために、三択のアンケートに答えてもらった。尋ねた項目は、(1)英語を聞く練習(2)英語

を書く練習(3)英語の音読練習(4)英語を実際に話す練習(5)予習(6)復習(8)文法の知識(品詞)(9)

文法の知識（文法事項）（10)単語ノート（11)発音記号（12)発音記号の書き留め（13)辞書の使用（英和辞

典）（14)辞書の使用（和英辞典）（15)英語の苦手、得意、などである。次がその結果のグラフで、２つ並べ

た左が２０１０年度、右が２００９年度の結果である。以下では、特に音声に関する項目(1)(2)(3)(4)と単語ノー

ト(10)を取り上げて学習方法の問題点を考えてみる。グラフの％は回答者数を％表示に変えたもので

(1)(2)(3)(4)は、ハイライトした位置から時計回りで「よくした」［時々した］「ほとんどしなかった」を

示す。（１０)の単語ノートについては「よく書きとめる」「板書を書き取る」「書かない」への回答である。
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（１）英語を聞く練習
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(10）単語ノート

(1)は、耳で聞く学習についてである。両年度とも似たような結果で、学生がこの学習方法を重要視していな

いことがわかる。積極的にやっていると思われる学生は２－３％に過ぎない。(2)の英語を書く練習はそれに

比べると比率が大きくなり、「時々する」まで入れれば両年度とも６０%ぐらいになる。つまり書く練習は聞

く練習よりも重視されている。(3)の音読練習は両年度ですこし違いがあるが、平均的な比率でみれば約１０％

の学生はよく音読し、「時々する」を入れれば約５０%の学生がその練習をしていることになる。(4)の英語を

実際に話す練習はもっとも悲惨な数字で、「時々する」を入れても両年度とも２０%前後である。周囲にその

ような環境がないことが最大の原因であろうが､教室でもそのような練習が少ないことを表している。さて、

これらの練習のうち（１）（4)は文字の助けなしで、耳と口を使う音声練習であり、（２）（3)は文字の助けを借

り、目で見て行う練習である。（１）(4)のグループでは、「時々する」を含めてもせいぜい４０％の学生がそ

のような練習をやっているに過ぎないことがわかり、積極的に取り入れている学生は5%に満たない。（２）（３）

の文字を介した練習では、「時々する」を入れれば半数前後がその練習を行っており、よく行っている学生

も１o%を超えるほどいる。このようにグループ分けすると、学習の内容が目を通しての練習に偏っているこ

とが明らかになる。そして耳と口を用いる練習が軽視されていることもわかる。（１０)の単語ノートは、語彙

を増やすためにはどうしても必要な学習方法である。よく書きとめる学生は約10-20%で、「教員が板書すれ

ば書きとめる」という学生が50-60%である。

彼らが定期試験の前に英語の勉強をするとき、その勉強の中身はテキストの訳であることが多い。文字を

見て英語に訳してみるのである。英語は「訳せればよい」のであって、それ以外はあまり重要ではない、と

いう風潮がある。英語を聞きその音をまねて言ってみる、コツコツと辞書を引き単語帳に記録する、テキス

トを音読する、といったことは英語に限らずどの言語を学習する場合にも基本的な学習法であろうが、この

調査はそのいずれもが不十分であることを示している。このような学習方法の結果、海外に出かけて英語を

使わねばならなくなったときに、悲惨な思いをするということにつながっている。しかし、学生側の学習法

だけが原因ではない。教員の側も、教室で音声を重視した練習をしておくべきである。そうすれば、彼らの

学習方法も変わってくる。文字を見ないで音声のまま理解し、音声で応答するような練習が教室では大いに

不足している。コミュニケーションのための英語学習というゴールに到達するためには、学習スタイル、教

育スタイルの両方をそれに合ったものに変える必要がある。聞いたり話したり、現実生活の中でことばを使

うような練習を取り入れるCommunicativeApproachの教育方法を研究すべきではないか。そのためには、

まず教員がもっと英語を使って教えることから改革が始まるのではないかと私は考える。
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４。音声重視教育のアイディア

それでは、どうすれば我々日本人英語教師が英語で授業をおこなえるか。大学の一般教養の英語の時間は

1週間にせいぜい1-2回であることを考えると､文法の説明､テキストの理解などをどうやって英語で行う

かは難しい問題である。今やっていることを英語に置き換えて話すことはほとんど不可能であり、無意味で

あろう。私が今回Findlay大学のＩELP（IntensiveEnglishLanguageProgra､)のクラスで体験したことを

参考に、われわれ日本人の教師にもできそうなことを考えてみたい。

Findlay大学のＩELPは、他の大学の場合も同じであるが、学部、大学院での講義に備えることが目的であ

る。したがってプレイスメントテストでレベル１に入った学生も、学部の学習に出席できるためには、レベ

ル４まで到達しなければならない。したがって授業は当然、Listening，Speaking，Reading，Writingの４

技能いずれをも鍛えるプログラムになっている。科目名としては、Colnposition（Writingに相当)，Reading

の２科目が午前中に、ListeningforSpecificPurpose，CommunicationSkills（Speakingに相当)、Gramlnar

が午後に組まれている。９:３０から１６:５０まで、曜日により５０分と７５分の授業が組まれており学生は各自の

レベルに応じて１週間に１６の授業を受講する。１クラスの学生数は１８人で、サウジアラビア、中国、韓国、

日本、中南米諸国の学生が入り混じったクラスである。先生は教室内での会話は英語で行うことを要求し、

同じ国の学生が母国語で話すのを禁じていて、たとえばアラビア語が聞こえるとＢｅｃｋ先生は``MrBeckdoes

notliketohearArabic.，,と言って注意する。テキストは、ComlnunicationSkills用、Reading用、Grammar

用などというようにそれぞれのコースに合わせたテキストを用いている。先生が話すスピードは人により異

なるが、どの先生も明瞭に話すことを心がけ、白板やパワーポイントを用いて、問い、その答え、語彙や内

容についての説明を丁寧に行う。先生によっては、補助プリントも用意されている。宿題も出し、その答え

は分かりやすく板書やパワーポイントを使って示す。語彙や事柄についての説明では、自分の家族のことを

言ったり、絵を描いて説明したり、利用できるものは何でも利用して、学生が理解しやすいよう気を配って

いる。たとえば、テキストに“thirdgeneration，，という言葉が出てきたときに、Ａ先生（Level３，Reading

class）は：

``IwasborninCalifbrnia･Ｍｙｆｎｔｈｅｒｃａｍｅｆｉ,omHungaryandmymothcrisaMexicarLTheymetinthe

UniversityofCalifbrniawhentheyweresmdcntsthere・Ｉｇｏｔｍａｒｒｉｅｄｗｉｔｈｍｙｗｉｆｅａｎｄｗｃｈａｖetwo

childrenSolamnotathirdgeneratio､.，,

というような説明を加える｡Level3だと、このくらいの英語は聞き取っている学生が多い｡またＢ先生(Level

３“CommunicationSkills,，のクラス）は“catchacold”というフレーズが出てきたとき“Whatarecold

symptoms?”と尋ねて、学生の答えに加えて“cough／runnlngnose／chills／sneezing／headache／、．．”

とジェスチャーを交えながら板書した。単語を増やす工夫としてよい方法だと思う。またＣ先生（LevelL

Composition）は、テキストの話題に関係して“Yesterdaywewenttoseemygrandmother・Ｓｈｅｉｓ９０ｙｅａｒｓ

ｏｌｄＤｏｙｏｕｈａｖｅａｇｒａｎｄmotheroE90yearsold?，，と質問していた。Ｌｅｖｅｌｌは、まだ学年が始まった

ばかりということもあり、まったく何を言われているのかもわからない学生もいるようだった。これらの授

業を参観しての印象は、（１）授業の予定を立ててその通りに進める。予定を白板の隅に学生にもわかるよ
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うに書いてから授業する先生もいた。したがって５０分ないし７５分の授業を効率よく使い、いずれのコース

のテキストも１００ページを超える分厚さであったようだが、取り上げる個所、取り上げない個所を決めて進

めていた。補助的なプリントを用意したり、宿題を出し、授業毎の関連が途切れない工夫をしていた。（２）

明るい雰囲気で授業を進めていた。プライベートな話も交えながら、学生とのやり取りを頻繁に取り入れ、

一方的な講義にならないよう工夫されていた。学生の質問を大切にし、それを授業の改善につなげる。学生

が集中できるように７５分の授業の場合は３５分でブレイクを入れる先生もいた｡岡山理科大学は９０分授業で

あるが、これは学生の集中力を保つためには長すぎるのではないかと思う。言語学習には１時間程度が適当

ではないかと、授業に加わってみて感じた。

授業風景IELPの学生

ＩELPは文字通り集中英語講座であるからそのまま真似はできないが、すべての授業を英語で行うという点

はある程度真似ができるのではないか。ＩELPのクラスのように教員が英語で授業をすれば、学生も英語を使

うようになってゆく。指示を英語で言ったり、語彙を英語で言いかえたり、説明のために自身のことを言う

などは、われわれにもできることである。そのような教え方がColnmunicativeApproachであろう、訳読方式

とは大きく異なる教育方法である。

５。教室での公用語

英語教育改善のためには、文部科学省の言うように英語の授業は英語で行う、という方法に私は賛成であ

る。しかし中学校、高校で現在一般的に行われているやり方一日本人の英語教師が日本語をたくさん使って

英語を教える－を明日から変えることは、できない相談である。そこで、その大目標に到達するためには「英

語のクラスでは英語が公用語である」という考え方で合意することが重要である。そして日本語を使う場合

は、方言／民族語を使っていると考える。その考え方で何年かを経過すれば､公用語＝英語の使用が広がり、

標準語が広まるように授業での言語は英語というのが当然になってゆくであろう。

岡山理科大学の英語クラスは、ほぼ全員が日本人であることが多い。アラブ、中国、韓国、メキシコなど

から来た学生のいる国際色豊かなクラスではない｡その点がFindlay大学のＩELP教室と大きく異なる点であ

る。日本人ばかりのクラスのなかで、すべてのコミュニケーションを英語で行おうとすれば、まずそのよう

に「英語クラスの公用語は英語」であることを合意する必要がある。そこに到達するためには、教員が英語

で授業をする時間を少しずつ長くしてゆくように心がければよい。日本語も使い、英語も使うという二刀流

のやり方である。学生のレベルを考えながらできるだけ英語で説明する。日本語訳は極力避ける。学生には

英語で質問し、英語で返答を求める。その繰り返しで、教員も学生も英語での授業にいつかは`慣れてくる。
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少なくとも、学生が耳（聞き取り）と口（応答）を使う時間を増やさねば、Jespersenの指摘通りの状況が

続く。

ことばで言うのは簡単だが、実際は多くの問題が解決されなければならない。学生側の問題もある。最大

の問題はモチベーション＝学習の動機付け、である。英語の必要'性を感じていない学生に対して英語で授業

をしても、いよいよ英語がわからなくなってあきらめてしまう学生もでてくるであろう。現行カリキュラム

は、必修科目として１年次に英語、２年次に科学英語を学習する。どちらの科目も選択ではなく必修科目で

ある。学生は１年次では「多様化度テスト」の結果で、２年次では「多様化度テスト」と１年次での英語ＬＩＩ

の成績の合計点を使用して、３レベル（S-A-B）のいずれかに振り分けられる。－クラスのサイズは３０人前

後と多めである。ＩELPのクラスとはさまざまな点一国籍の多様性、学習の動機、クラスサイズ、教員の英語

運用力、など－で異なる。そのように、障害はあるけれども、やはり英語は英語で教えるべきである。Anne

LazaratonはＥＦＬクラスとＥＳＬクラスでの英語教育の困難さについて“TeachingOralSkillsinanEFL

Context”と題する章で次のように言う。私には、日本のことに言及しているように思われるので、少し長い

が引用しておく：

ThischapterisprimarilywrittenwiththeESLteacherinmind,teachingahcterogcneous(bynative

languageandethnicity)classoflearncrsinanEnglish-speakingenvironment・However，

homogeneousEFLclasscs,whcreallstudentsspeakthesamefirstlanguageandEnglishisnotused

outsidetheclassroom,presentcertainadditionalchallengesfbrtheteachcr・InasurveyofEFL

teachers,Nunan．．、fbundthebiggestchallcngcsintheEFLclassroomtobelackofmotivation，

gettingstudentstospeak(aculturalissuefbrsomcwherespcakinginclassisprohibitedexccpt

whencalledon),andtheuseoftheHrstlanguage・lInaddition,largeclassesareoftenthenolm

ovcrseas,limitingbothstudentopportunitiestotalkandteachcropportunitiestoprovidefbedback・

OtherproblemsmayariseifthecurriculumdoesnotstressspcakingskiＵｓｏｒｖｉｅｗｓｔｈｅｍｓｏｌｅｌｙａｓ

ａｎａｖｅｎｕｃｔogrammaticalaccuracy;filrtbermore,iftheteacherisanoll-nativcspeakerofEnglish，

heorshemaynotbecompetentorconfidentinspeakingEnglish．（Celce-Murciaed2001:110）

このような状況のなかでEFLteachersができうる教育方法について次のようなアイディアを紹介している：

WhilcsolutionstotheseproblemsarcbeyondtheScopeofthischapter,somegcneralsuggestionscan

bemadaWhenteachingspeakingskills,EFLteachersneedtobeparticularlyadeptatorganizing

classactiviticsthatareauthentic,motivating,andvaries・Theuseofauthentic,cngagingmaterials

shouldbethebasisfbrin-classactivities・Iftheneccssarytechno[ogyisavailable,showingmovies

orrecordedtelevisionprogramsandplayingaudiotapesofprogramscanbeenjoyablefbrstudentsand

canprovidethemwithauthenticpracticeinlisteningtonativespeakerspccch．（ibid.）
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EFL教員は、学生にspeakingの指導をするにはさまざまな工夫を要する、まずは魅力的で変化に富むネイテ

ィブの話すリスニング教材を使うことがspcakingを教える基礎であるという指摘である。

英語の授業で先生が英語を使わないのは、国際的に見れば特異な現象のようである。私はＡＬＴとして私の

クラスを手伝ってくれるネイティブが来た場合には、たいてい彼らの学習した外国語が何か、またどのよう

な先生に教えてもらい、その際どの言語で教えられたかを尋ねてみる。アメリカでは高校時代にスペイン語

を習ったという人が多い。そして最初はアメリカ人の先生から基礎的なことを習い、その後はスペイン語の

ネイティブ、あるいはアメリカ人の先生からスペイン語で習うと答える。言語学習は、一種の習'慣形成であ

るから、日本語で説明ばかり聞くより、多くの英語を聞いて耳を慣らすほうが原理に適っているのではない

か。また学習する側にも、正しい勉強の方法を教えることになる。英語教員は音声が大切であることを強調

し、声に出して読むことを勧める。しかしそれは練習のための練習であり、現実の生活で英語を使ったこと

にはならない。中学から大学まで、どの年代、どのレベルであっても、教師が英語で教えれば、学生は自然

に聞く英語に慣れる。学生が質問し、問いに答えるなどしてくれるようになれば、彼らは話す英語にも慣れ

てくる。英語で教える場合、教員も間違った英語を使うであろう。学生も誤解し、間違った英語で答えるこ

とが多いであろう。お互いにそれを恐れず、その繰り返しから上達が始まると考えて進まねばならない。教

員が日本語で説明するばかりなら、英語運用力はお互いに向上しない。

翁。将来の方向性。露題

小学校での英語教育が２０１１年度から本格化し、5-6年生は英語の授業が始まる。また、中学では２０１２年

度から、高校では２０１３年度から、新しい指導要領が実施される。高校での英語授業については「生徒が英語

に触れる機会を充実するとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とするため、授業を英語で行う

ことを基本とすること。」（「高等学校学習指導要領解説ｐ、７７)と躯っている。世界の流れに合わせた英語

教育にしようとしていることがうかがえる｡そのような授業を受けた高校生が2016年４月に大学に入学する。

英語でのコニュニケーションカを高めようとしている点は大学も高校も同じであるのに、大学では英語でな

く日本語で英語の授業を受けることになればおかしな話である。岡山理科大学の向かうべき方向Ｐその課題

として、私は先ずコミュニケーションのための英語教育を模索しなければならないと思う。現行カリキュラ

ムで、１年次での英語１，１１はそれが目的の科目である。２年次での科学英語ＬＩＩは、科学的な文献の講読を

目的にしている。講読が目的であると、４技能の内の他の３つの技能（聞き、話し、書く）が後回しになり

やすい。つまり、これまで日本で続いてきた文法訳読法（Gralnmar-TranslationMethod）が継続されやすい。

それが問題であることはこれまで議論してきたとおりである。われわれが追求すべき方向は、いかにして４

つのコミュニケーション技能のバランスをとりながら科学英語を教えるか、CommunicativeApproachの中で

具体的な方法を見つけてゆくことである。再びLazaratonのことばを引いて警鐘としたい：

Theimpactofcommunicativecompetencetheoryonsccondandfbrcignlanguageteachingcannot

rcallybcoverstated;fbwESLmatcrialspublishedinthelastdccadeorsofailtoclaimthattheir

materialsreHect``thecommunicativeapproach.，,Whatfeaturesofthistheoreticalapproachare

relevanttotcachingoralskills？Perhapsthemostobviouswayinwhichoralskillspedagogyhas

evolvedasaresultofthistheoryisthatitisnolongcracceptabletoibcuso"〃ondcvelopingthe

grammaticalcompetenceofourstudents,aswasthccascwithanumbcroflanguageteaching
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methodologieswhichwcrepopularinthepast・Today,teachersareexpectedto6α/α"ceafbcuson

accuracywithafbcuson池elzQ〕ﾉaswell．（MarianneCclce-Murcia.(ｅｄ)．2001：104）

CommunicativeApproachは、過去のさまざまな言語教育法での試行錯誤の後にやっとたどり着いた,，oral

skills"を教えるための方法である、後戻りしてはならないのである。Lazaratonの指摘するように、これから

の英語教育は、形式の学習（grammar）と意味の伝達（fluency）の両者をバランスよく教えなければならな

い。それが学生が英語を現実に使うことができるようになるための方向である。

llote

1． ``theflrstlanguage"は、“thesecondlanguage，,の間違いではあるまいか｡ＥＦＬ学生が英語（secondlanguage）

を使ってくれない、ということであろうから。
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Thisｓｕｍｍｅｒ,ItookeightstudentsfromKakeeducationalgroupuniversitiestotheUniversityofFindlay，

ｍＵＳＡ，asisteruniversityofOkayamaUniversityofScience、ThestudentshaddifficultyinEnglish

communication・BothfmmthisexperienceandfTomtheexaminationofaquestionnairewhiｃｈｌｇａveto

myEnglishclassstudentstoinvestigatetheirEnglishlearningstrategy，Iexaminedthereasonsfbrthe

communicationdi伍cultywhichmostJapanesepeopleexperiencewhenexposedtoanEnglishspeaking

envlronmentThedifficultyiscausedbythepooraural-oraltraininginEnglishclass、ＩＷＣuldstrongly

liketoproposethatJapaneseEnglishteachersshouldusemoreEnglishinEnglishclass・Toimprovethe

communicativeskillsofJapanesepeople,Englishteachel･shavetochangefirst・Theyhaveusedtoomuch

JapanesewhentheyteachEnglishclassshouldbetaughtinEnglishThisapproachwilleventually

changeEnglishclassestomorecommunicativeclasses・InOkayamaUniversityofScience，English

teachershavetodevelopacommunicativeteachingmethodintheEnglishsubjects,especiallyinScience

English


